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１２月１日現在の大幡地区
◇ 人 口 １０，８４２ 人 ③ ３月 … 熊 谷 市 公 民 館 ま つ り

（ 男 ５,３５３ 女 ５,４８９ ） と き：３月１０日(土) ～１１日（日）
◇ 世帯数 ４，５６８世帯 10:00～16:00 9:30～15:00

ところ：江南公民館「ピピア」
内 容：展示およびステージ発表

《 公民館ニュース 》 ※：大幡公民館のステージ発表は、マハロウクレレ
（１）１月～３月の公民館自主事業 大幡教室の皆さんです。出演時間につきまして
① １月 … １月のまなびや教室：人権学習 は、３月１１日(日)午前10:30～10:45が予定さ
② ２月 … ２月のまなびや教室：県外視察研修 れています。時間が多少前後することも考えら
③ ３月 … 熊谷市公民館まつり れますので、早めにご来館ください。

（２）１月～３月のさわやか学級
① ２月 … さわやか学級閉講式

講座「熊谷歴史ものがたり」 （２）１月～３月のさわやか学級
① ２月のさわやか学級

《 地域ニュース 》 講座・閉講式
（１）郷土こぼれ話 「大幡のお地蔵さま」 と き：２月２３日(金)
（２）大幡文芸 １３：３０～１５：００
（３）掲示板 ところ：大幡公民館 ホール

内 容：講座「熊谷歴史ものがたり」
関東平野北の中心地、そして埼玉県の北の中心
地として現在の地位を築いてきた熊谷。熊谷を
知ることは、私たちの現在を知る上でも大切で
す。ぜひ、ご参加ください。

講 師：熊谷市市史編さん室 小林久美子先生
備 考：さわやか学級の閉講式は、講座修了後に行いま

（１）１月～３月の公民館自主学習 す。
① １月 … 人 権 学 習

と き：１月１９日（金）１３：３０～１５：００
と こ ろ：大幡公民館 ホール 秋の公民館事業を振り返って
内 容：①小学校での「人権教室」を体験する

小学校で行われている「人権教室」を体
験します。ここでは、４年生のいじめ防止
をＤＶＤを観て考えましょう。
②社会の、人権課題を知り、人権擁護委員
協議会の活動はどんなものなのかを知りま
しょう。

講 師：熊谷人権擁護委員協議会 村田 匀委員

② 2月 … 県 外 視 察 研 修 大幡地区運動会
－ 再掲 －

と き：２月 ６日(火)
集合６：５０ 大幡公民館
出発７：００ 帰館予定 １８：３０頃
※ ６時１０分より前は、公民館に入れない

ことがあります。ご留意ください。
ところ：横須賀軍港めぐり（観光）

三崎フィッシャリーナ・ウォーフ
（観光・食事）

定 員：４５名
参加費：６，０００円
申込み：１２月１２日に受け付けました。 第２１回作品展
備 考：歩きやすい服装でご参加ください。

寒いときです。暖かい準備を心がけましょう。

横須賀軍港めぐりでの１シーン ３世代交流グランドゴルフ大会
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（２） 大 幡 文 芸

〈 短 歌 〉

（１） 郷 土 こ ぼ れ 話 我が悲願上杉鷹山再来が

地域の神様 （１２）大幡のお地蔵さま 日本を救う唯一の道 “ヘソ曲がり”の爺

大幡には３つのお地蔵さまと、５つの二十二夜さまがあ 農業を軽視しすぎるこの国は

ります。このうち、２か所は２つの神さまが祀られていま 未曽有の飢餓でくらしは破局 “ヘソ曲がり”の爺

す。

〈 俳 句 〉

銀婚のゴルフコースや秋高し 小林 明

たゆたふや向かふは金銀宝船 小林 明

動かざる大樹の影や冬の宿 鎌塚 好一

雨雀あさげをいそぐ野分かな 鎌塚 好一

追う雲も追はるる雲も秋の色 堀口 勝治

平仮名の便りを貰ふ敬老日 堀口 勝治

秩父嶺の大シルエット冬夕焼 須永 昇

背を拝み背を拝まれて初詣 須永 昇

吹返し強く揺らすや残り柿 須永 勝美

御柱願う社なり七五三 須永 勝美
おんばしら もり

秋なごり散りゆく紅葉山もみじ 中田 隆治

白鳥の飛来のたより鰯雲 中田 隆治

〈 川 柳 〉

人生はオフホワイトで丁度いい 四分一周平

家作朽ち闇を包んでいる雨戸 四分一周平

話合ひ選挙になりて別れかな 南 次郎

雑魚共合流されて鯉となる 南 次郎

天高くミサイル雲のたなびきて 栗原 捷子

白百合の希望も嵐にかき消され 栗原 捷子

今年こそ微苦笑誘う戯歌を 角田 茂男
ざれうた

今年こそ何度掲げたこの誓い 角田 茂男

古喜すぎて骨にしみこむ北の風 き み こ

クマピアのギンナン香り冬近し き み こ

●作品の投稿は常時受け付けています。

地図と写真で確かめてみたいと思います。 ●投稿規定 原則として一人二作品以内。住所、氏名、

電話番号を明記し、大幡公民館へ。

□ お地蔵さま 葉書でも受け付けています。

地蔵菩薩は、仏教の信仰対象である菩薩の一尊です。釈

迦如来(しゃかにょらい)が入滅して、この世界に次の如来 （３）掲 示 板

が現れるまで気の遠くなるような長い時間が必要です。そ ＊ １１月１１日（土）、１２日（日）に実施された

の間地蔵菩薩が人々の苦しみを救ってくださるのです。大 作品展は、好天の中たくさんの参加者・来客を迎え、

地が全ての命を育む力を持っているように、人々を無限の 盛会のうちに終了することができました。ありがと

大慈悲の心で包み込んでくださると言われています。 うございました。実行委員会の皆様をはじめ大幡小

民間信仰では、道祖神としての性格を持つとともに、子 学校ＰＴＡや参加団体の皆様のご協力により、円滑

どもの守り神として信じられ、よく子供用のお菓子が供え な運営をすることができました。衷心より感謝申し

られています。また、親しみを込め「お地蔵さま」と呼ば 上げます。

れています。 当日は、秋の文化祭シーズンの中心でもあり、た

□ 二十二夜さま くさんの計画が実施されていました。「いい月いい

二十二夜さまとは、旧暦７月２２日に女性によって行わ 日」でもあり、行事が重なった中で、参加者が過去

れてきた月待ち信仰です。願掛けをして月が出るまで座ら 最高だったことは、大盛会だったと言えるでしょう。

ずに立っていると願いが叶えられるそうです。 これからも、公民館の行事が円滑に実施できます

本尊とする如意輪観音刻像塔や文字塔があると言われて よう皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

います。神様たちは、地域の人々を、女性を、子ども達を ＊ 次回発行は、３月１日です。

護ってくださっているのです。合掌 ＝ １ 月号担当 ： 村田 ・ 小山田 ・ 加藤 ・ 須田 ＝


